
頼
成
自
治
会
総
会
開
く

平
成
二
十
五
年
度
頼
成
自
治
会
総
会

が
二
月
十
一
日
い
か
る
ぎ
館
に
お
い
て

自
治
会
会
員
７
９
人(

ほ
か
に
委
任
状
６
１

人)

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

林
正
範
委
員
長
か
ら

安
心
・
安
全
の
地
域
作

り
を
目
指
し
て
①
防
災

意
識
の
高
揚
②
少
子
高

齢
化
に
対
応
す
る
福
祉

の
充
実
③
い
か
る
ぎ
館
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
三
つ
に
重
点
を
お
い
て
活
動
を
進
め

て
い
き
た
い
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
来
賓
の

村
岡
市
議
か
ら
、
来

る
四
月
の
市
議
選
に

三
選
出
馬
し
、
３
５

９
号
線
の
早
期
完
工
、
安
川
交
差
点

の
改
良
、
庄
東
セ
ン
タ
ー
の
増
改
築
な
ど
に
尽
力
し
た

い
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

議
長
に
林
秀
治
さ
ん(

善
導)

を
選
出
し

た
後
議
事
に
入
り
、
総
額
５
７
０
万
円

余
の
自
治
会
予
算
、
９
５
万
円
余
の
農

村
振
興
会
予
算
と
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
計

季
節
の
う
た

心
ま
で
老
い
て
は
居
ら
ず
雛
祭

林

香
月
子

画
が
提
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き

宮
委
員
会
の
総
会
が
開
か
れ
、
９
０
万
円
余
の
予
算
と

事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
改
選
に
伴
う
自
治
委

員
会
新
役
員
人
事
が
提
案
さ
れ
委
員
長
林
正
範
さ
ん
副

委
員
長
林
友
行
さ
ん
が
留
任
、
新
た
に
高
畠
尚
志
さ
ん

が
生
活
環
境
担
当
の
副
委
員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
福
祉
や
防
災
の
充
実
の
た
め
、
常
会
選
出
の
常

任
委
員
の
ほ
か
に
、
新
た
に
指
名
委
員
二
人
が
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
新
役
員
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼

自
治
会
新
役
員

委
員
長

林

正
範

副
委
員
長

林

友
行

高
畠

尚
志

庶
務

林

晃
好

会
計

開
田

雅
弘

指
名
委
員

福
祉
担
当

小
森

兼
重

防
災
担
当

開
田

哲
弘

常
任
委
員

文
化
担
当

林

隆
男

高
畠

将
彰

福
祉
担
当

林

健
司

地
下
水
担
当

八
田

賢
正

防
火
管
理
者

高
畠

誠
市

農
地
水
担
当

林

清
利

林

多
均

齊
籐

繁
範

Ｈ
Ｐ
担
当

坂
東

宏
一

体
育
担
当

林

誓
志

八
田
栄
松

監
事

林

久

山
清

一
明

八
田

昭
夫

▼
常
会
長

坂

東

宮
下

昌
仁

西
川
原

開
田

健
嗣

北

明

林

義
人

正

覚

北
條

蘇
春

川

原

高
畠

実

善

導

林

憲
隆

公
文
名

林

忠
史

▼
宮
委
員
会

総
代

林

正
範

八
田
了
一

林

茂
之

会
長

林

正
範

副
会
長

林

利
和

事
務
局

林

久

林

由
治

委
員

林

実

八
田
幸
吉

林

章
夫

林

行
雄

監
事

三
門
明
武
志

林

章
造

共
同
作
業

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
清
掃

三
月
十
七
日

安
川
地
内

当
番

坂
東
常
会

西
川
原
常
会

北
明
常
会

林
神
社
例
祭
・
法
要

歳
旦
祭

一

月

一
日

春
季
例
祭
・
鎮
火
祭

三

月

十
六
日

金
比
羅
例
祭

六

月

十
五
日

除
蝗
祭

七

月

七
日

秋
季
例
祭

十
一
月

三
日

新
嘗
祭

十
一
月
二
十
三
日

御
忌

三
月
十
日

当
番

坂
東
常
会

尼
講

六
月

九
日

当
番

善
導
常
会

般
老
連
高
齢
者
学
級

閉
講
式
・
講
演
会
開
く

平
成
二
十
四
年
度
の
般
老
連

高
齢
者
学
級
の
閉
講
式
と
記
念

講
演
が
二
月
二
十
一
日
午
後
一

時
三
十
分
か
ら
、
般
若
農
村
改

善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し

た
。
一
年
間
の
活
動
を
総
括
し

た
後
、
記
念
講
演
に
移
り
、
埴

生
護
国
八
幡
宮
の
埴
生
雅
章
宮

司
が
「
木
曽
義
仲
と
砺
波
山
の

戦
い
」
と
題
し
て
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
講
話
を
さ
れ
ま
し

た
。
は
じ
め
に
「
倶
利
伽
羅
峠
の
歌
」
を
披
露
し
た
後
、
平

維
盛
と
木
曽
義
仲
の
大
軍
が
倶
利
伽
羅
峠
を
主
戦
場
に
戦
っ

た
い
わ
ゆ
る
倶
利
伽
羅
合
戦
や
、
義
仲
と
巴
の
ひ
と
と
な
り

な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
三
十
人
余
り
の
学
級

員
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

平
成
二
十
五
年
度

光
寿
会
定
期
総
会

光
寿
会
定
期
総
会

時

三
月
八
日
（
金
曜
日
）
午
前
一
〇
時
よ
り

所

賴
成
改
善
セ
ン
タ
ー

い
か
る
ぎ
館

会
費

千
円

総
会
が
終
っ
た
あ
と
、
懇
親
会
を
行
い
ま
す
の
で
車
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
年
に
一
度
全
会
員
が
一
堂
に
会

す
る
機
会
で
す
。
誘
い
合
わ
せ
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

２０１３

今年もやまぶき荘で浮世亭お花見
昼食会を開く予定です。
日時は 〜４月1８日10時 14時。会費

1500円(入館料・昼食・入浴込み)。
入浴・おしゃべり・お花見弁当・軽スポ

ーツ(混合ダブルス・スカットボールトー

ナメント)

発
行

賴
成
光
寿
会

(

第
８
４
号)

弔
事

八
田

ユ
キ

様

一
月
三
十
日
死
去

享
年

数
え
年
九
十
二
歳

林

す
み
子

様

二
月
九
日
死
去

享
年

数
え
年
九
十
歳

齊
籐
太
佐
雄

様

二
月
二
十
日
死
去

享
年

数
え
年
七
十
三
歳

齊
籐

幸
雄

様

二
月
二
十
五
日
死
去

享
年

数
え
年
六
十
七
歳

謹
ん
で
ご
冥
福
をお

祈
り
致
し
ま
す



光
寿
会
と
浮
世
亭
共
催

の
会
員
作
品
展
が
、
粉
雪
の

舞
う
二
月
二
十
日
、
い
か
る

ぎ
館
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

書
、
写
真
、
木
工
芸
、
パ

ッ
チ
ワ
ー
ク
、
ペ
ー
パ
ー
ク

ラ
フ
ト
な
ど
会
員
の
多
種
多

様
な
趣
味
の
作
品
７
０
余
点

が
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ

れ
、
多
く
の
来
場
者
が
鑑
賞

し
ま
し
た
。
当
日
は
光
寿
会

会
員
だ
け
で
な
く
、
般
若
自

治
振
興
会
長
の
宗
景
さ
ん
は

じ
め
他
地
区
か
ら
の
参
観
者

も
あ
り
、
会
場
は
終
日
賑
わ

い
ま
し
た
。

今
回
は
ガ
ラ
ス
作
品
や
ワ

イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
な
ど
異
色
の

作
品
も
出
品
さ
れ
て
、
改
め

て
会
員
の
趣
味
の
多
彩
さ
に

感
服
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
出
品
者
が
自

作
品
に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
す

る
時
間
も
設
け
ら
れ
、
そ
れ

第
三
回

二
月
二
十
日

会場風景

ぞ
れ
が
製
作
の
苦
労

や
鑑
賞
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
話
さ
れ
、
鑑
賞
の
目
が
い

っ
そ
う
深
ま
り
ま
し
た
。
た
だ
時
間
の
制
約
も
あ
っ
て

す
べ
て
の
出
品
者
か
ら
話
を
聞
け
な
か
っ
た
の
が
少
し

心
残
り
で
し
た
。
作
品
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

高
齢
・
介
護
ミ
ニ
情
報

七
十
五
歳
に
な
る
と
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
に
移
行
し
ま
す
が
、
届
け
出
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
証

は
七

十

五

歳
の
誕
生
日
ま
で
に
富
山
県
後
期
高
齢
者
広

域
連
合
か
ら
簡
易
書
留
で
郵
送
交
付
さ
れ
ま
す
。

写
真
説
明

上
段

タ
イ
ト
ル
の
生
け
花
は
武
部
由
美
子
さ

ん

・
上
か
ら
林
あ
や
子
さ
ん
の
手
芸
・
開
田
勇
さ
ん
の
書
・
林

利
和
さ
ん
の
陶
像

中
段

右
上
か
ら
林
時
子
さ
ん
の
ガ
ラ
ス

作
品
・
三
門
明
外
二
さ
ん
の
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
・
林
睦
子
さ
ん

の
生
け
花
・
林
敏
子
さ
ん
の
防
災
頭
巾
・
林
邦
子
さ
ん
の
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
ー
・
林
祥
子
さ
ん
の
貼
り
絵
・
齊
籐
美
智
代
さ
ん
の

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
・
林
朋
子
さ
ん
の
工
芸
・
武
部
琉
子
さ
ん
の
吊

る
し
雛
。
林
す
み
子
さ
ん
の
押
し
絵
羽
子
板
。

な
お
、
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
は
七

十
五
歳
に
な

る
誕
生
日
の
前
日
ま
で
使
用
く
だ
さ
い
。

砺
波
市
高
齢
福
祉
課

二
〇
〇
六
年
八
月
号
の
こ
の
欄
で
、
会
津
の

「
什
の
掟
」
に
ふ
れ
ま
し
た
。
今
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」
で
こ
の
掟
が
改
め
て

日
の
目
を
み
て
い
る
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
嘘
を
つ
い
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
弱
い

者
を
い
じ
め
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
な
ど
わ
ず
か
七

箇
条
、
そ
し
て
そ
の
終
わ
り
の
条
に
曰
く
「
な
ら
ぬ
こ
と

は
な
ら
ぬ
の
で
す
。
会
津
の
多
く
の
学
校
で
は
平
成
の
今

で
も
、
こ
の
七
箇
条
を
教
室
に
掲
示
し
た
り
、
み
ん
な
で

斉
唱
し
た
り
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
古
い
も
の
は
価
値
の

な
い
も
の
と
し
て
弊
履
の
ご
と
く
捨
て
去
っ
て
顧
み
な
い

今
の
世
の
中
で
実
に
天
晴
れ
な
こ
と
で
す
。

こ
の
頃
、
い
じ
め
や
体
罰
の
問
題
に
つ
い
て
し
た
り
顔

で
論
じ
て
い
る
多
く
の
識
者
が
い
ま
す
が
、
彼
ら
の
百
万

言
よ
り
も
、
幼
い
頃
か
ら
「
な
ら
ぬ
こ
と
は
な
ら
ぬ
の
で

す
」
と
し
つ
け
る
方
が
よ
ほ
ど
効
果
的
な
よ
う
な
気
が
し

ま
す
が
・
・
。
会
津
の
「
什
の
掟
」
を
再
掲
し
ま
す
。

一
、
年
長
者
の
言
ふ
こ
と
に
背
い
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
一
、
年

長
者
に
は
お
辞
儀
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
一
、
嘘
言

（
う
そ
）
を
言
ふ
こ
と
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
一
、
卑
怯
な
振
舞
を
し

て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
一
、
弱
い
者
を
い
ぢ
め
て
は
な
り
ま
せ

ぬ
。
一
、
戸
外
で
物
を
食
べ
て
は
な
り
ま
せ
ぬ
。
な
ら
ぬ
こ
と
は

な
ら
ぬ
も
の
で
す
。

(いきいきふれあいサロンのモットー)

出会い・ふれあい・語り合い
２月は光寿会との共催で、光寿会会

員作品展を開催しました。
次回は３月2０日（春分の日）です
席亭の話 「明治時代、ロシアへ
行って海馬(トド)を獲った賴成の
男」の話があり
ま す。
ほとんど知られ

ていませんが、
記録に基づく実話
です。

( こんな船で日本海の荒波

を乗り越えていった )

１０時から約一時間。
午後は1時半から仏説阿弥陀経の読

誦と観無量寿経の書写をします。筆ペ
ンご持参ください。

いかるぎいかるぎ


